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平成 3年度(1991) 
個展を前提とした作品制作研究⑼ 
第9回個展・Gallery Work Ⅱ in  Naha 

  金城 満 
 

 

 

１. 展覧会名: 

  金城満展・交差 

 

２. 趣旨： 

  ランバーコアボードという新素材を基底材にした絵画作品14点を出品。キャンバスと 

 異なり、グラインダーで削ったり、引っかいたりと様々な加工から絵の具の層が現れる。 

 そんな絵の具の層が響きあう、音楽的な融合を試みた。 

 

３. 材料技法 

  ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、テンペラ、油彩 

 

４. 展覧会場 

  Gallery Work Ⅱ  

 

５. 展覧会期  

  1991年12月02日（月）～14日（土） ※12日間 

 

６. 開館時間 

   11：00～19：00 

 

７. 観覧料金  

  無料 

 

８. 企画  

  Gallery Work Ⅱ 
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９. 作品リスト 

No.   作  品  名  サイズ（ｃｍ） 材   料 制作年月 備 考 

127 Moon Hair 45.0 x 45.5 cm ランバーコアボード、ニカワ顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

128 Moon Hair 45.0 x 45.5 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

129 Moon Hair 45.0 x 45.5 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

130 Moon Hair 45.0 x 45.5 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

131 Moon Hair 100.0 x 100.0 

cm 

ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

132 Southern Moon 90.0 x 130.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

133 つぎつぎ月月Ⅰ 90.0 x 90.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

134 つぎつぎ月月Ⅱ 90.0 x 90.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

135 つぎつぎ月月Ⅲ 90.0 x 90.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

136 つぎつぎ月月Ⅳ 90.0 x 90.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

137 ムンムン MoonⅠ 110.0 x 50.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

138 ムンムン MoonⅡ 110.0 x 50.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

139 ムンムン MoonⅢ 110.0 x 50.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

140 ムンムン MoonⅣ 110.0 x 50.0 cm ランバーコアボード、ニカワ、顔料、箔、

テンペラ、油彩 

1991 年 第 9 回個展 

10. 関連イベント 

  アーティストトーク 

11. 考察（報道等資料）（pp.11-16） 

 ⑴沖縄タイムス 1991.12.07 展評/自らの内側と対峙 

     金城満展を見る         (学芸部／真久田巧記者) 

 ⑵琉球新報 1991.12.13 金城満展から/作品が音と融合 

                        (ＤＪ／四海健一) 

 ⑶沖縄タイムス 1992.01.06 12 月美術月評 青山映二 

 

 ⑷沖縄タイムス 1992.01.08 金城満展・色の乱舞の果てに“玄”の世界観 

                       (画家／真喜志勉) 

 ⑸The Gallery Voice-No.14 

  表現の背後に在るもの̶金城満（画家・美術教諭） 
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91/12/02~14・第9回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　　

つぎつぎ月月Ⅱ
90.0x90.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩

つぎつぎ月月Ⅰ
90.0x90.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩
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91/12/02~14・第9回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

つぎつぎ月月Ⅲ
90.0x90.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩

つぎつぎ月月Ⅳ
90.0x90.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩
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91/12/02~14・第9回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　　　　　

MOON HAIR  1,2,3,4
45.0x45.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩
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91/12/02~14・第9回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

ムンムンMOON  Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
各110.0x50.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩
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91/12/02~14・第9回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　　　

ムンムンMOON  Ⅰ
110.0x50.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩

ムンムンMOON  Ⅱ
110.0x50.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩
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91/12/02~14・第9回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha

ムンムンMOON  Ⅲ
110.0x50.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩

ムンムンMOON  Ⅳ
110.0x50.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ顔

料、箔、テンペラ、油彩
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91/12/02~14・第9回個展・Gallery Work Ⅱ　in  Naha　　　　　　　　　　　　

SOUTHERN MOON

90.0x130.0cm  1991年
ランバーコアボード、ニカワ
顔料、箔、テンペラ、油彩
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沖縄タイムス
平成03（1991）年12月7日
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琉球新報
平成03（1991）年12月13日
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沖縄タイムス
平成4年（1992）年01月06日
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沖縄タイムス
平成04（1992）年01月08日

15



‐４ｅ

金 城 満
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¨ 表現の議御c~在るもの rヽ^…
螂`k‐

夢選病者のようなフワフワとした感党.

目を閉してしかみえないもの、破膜が震

えると問こえなくなるもの、忠を止めな

いと嗅げないもの.煮 え切らないという

のじやなく生で+分 食べられる.ア ンカ

ーがスーッと重力の方向に眸りていき、

ビンッと糸源 る.

幼児用の頃こんな事があつた.■ 屋根

に上がり仰向けに星を見ていた。どれく

らいたつたかけわからないが、見たい■

を見ようとすればするほど見えなくなり、

その開に目をズラすとそれが見えるので

ある。そんな事を繰り返していると、急

に自分の身体が浮き上がり夜空へ落ちて

いく.次 の瞬欄、私の小さい子はギュッ

と瓦を提り

"め

た.背 中に星間の熟を合

んだ瓦を再び感じ、同時に國●感のない

■日と恐怖が●込まれた.

Iまたまたユタムニーして一―jと 思

われるだろうが 日の中へ落ちていく、

止め所なく落ちていく重力と反重力、そ

のバランス地点に自分がいる.人 事なの

は皮膚一枚の境日、皮膚の裏側の触●lで

ある 細胞の一つ一つがうごめく自己を

感じることである.

それらの感覚はII"し なければ踵10で

きないだろうし 単に素質 才龍だけに

重きをおくのも楽■的ではないだろうか.

では、それらの日

"の

場所として学校

現場の美術教育はどうかというと、例え

ば某新聞社主催による国面コンクールに

あわせて年間計画を立てている傾向にあ

り、コンクールの 「傾向と対動 に力を

入れている。過去3度糧、審査に関わつ

たが、ある学年7000点余りをたつた0人

で審査したことがある.そ の年は[端 な

例ではあつたが手奎後は瞑球が輛み作品

をみるというより数をこなすのがやつと

で、オマケに上位の選出は審薇員同志の

力関係が顔をだし年配の方の意見で押し

切られてしまつた。その様な現状では美

術教育に歪みが出無いはずはなく、大袈

Rを 言い方をすれば 「表現J「 芸術」と

いう■■が■せていき、お、くよかな精神

が育ちにくく 「面一化」を助長している

ように思う.こ れはもちろんなも合めた

Jtalであり、大切なのはもつと表現の背

後にある 「何かJに 目を向けるべきだろ

う。コンクールそのもののた非は複雑な

‖ 綱

間層もあり紙面の関係1にの程度に止め

るが で開口 鱚 「裸の■様J参 照) 本

質的な問題は山積みで、皮膚一枚で大人

も子供も騒いている。だから、学校をで

た後 「ゲイジュッなんてわかんなあ～い

……Jと なる。その結果人間の本質が,

せていき、皮膚だけが肥大イしじ朦間がで

きる。 「空lH化Jで ある。それよりも、

ますはジーーッと眺めて 「ニタリJと す

る。傲妙なところを感じられる。その世

界へ入つていける、そんな寛容さを持ち

たいものである.

少し角度は違うが 「空lB化」を栄養剤

リゲインのCMに 見る。Japaneese Bus―

ineSSElnが故障した車を炎天下でスバー

クさせ、層裏に日本の彼女が浴衣に線香

花火というのがあるが この同じ火花で

もまl」ゆいばかりの炎天下と、すべてを

包み込む||とのコントラストが現代のジ

レンマであり 「空洞化Jを 30秒に疑縮さ

せたものときえるだろう.(よ つて逆説

CM、 II真をもつた皮肉とも言える)

さて、人それぞれ 「アンカーJを 降ろ

す場所も違えば、深さも違うだろう。ま

た、降ろきない人もいるだろう。私のう

合以前にも本紙で発表した力
'「
遺伝子レ

ベルからの表現Jで ありそれに組み込ま

れている情報を嗅ぐことだ。しかし、従
1 来の 「遺伝子は不変」であるという定説

力{くつ力(えされた ビックリした事に、

胎児から成人体へ成絆する凛程で遺伝子

DNAが バラバラになり再編成されると

いう.(ノ ーベル賞受■者 利根川泄、

立花略共■ 「

"llと

物曖J参 照)こ れは

ヤパイ、 fオ レの中にはウヤファーフジ

から受け用いできたアジアの風が吹いて

るぜJと ,lFし たこともある。それが、

パラバラになり、……なんて.

硫かに、分子生物学という最先端オ1学

は、間に包まれた 「生命Jに そこまで光

を当ててきた.し かし光の届かない世界

があるはずで バラバラになつたなら「何

が1そ れを再●咸していくのか。そのメ

カニズムにはやはり 「風Jが 吹いている

はずだ。なぜなら重力の方向性があるよ

うに
'轟
1の方向性があるはずだから。科

学は「実肛Jにより実惑し、芸術は「表現j

により実感する。私の中により強くアジ

アを実感したいために「表現」するのだ。

民族主義というのしやなく、う
`め
く生

命感としての「まばゆいばかりの円」をア

ジアと呼んでるにすぎないのだ。

間の中にスーッと 「アンカーJを 降ろ

す。巨饉感がない.し かし…… .

(きんじょうみつる 画家 美

"教
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本社 1沖蝙県嗣添市西洲2‐20〒 90121
TEL090-075‐ 5000 FAX098-875-0270会  長 回場

16




